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第１１回 笹川杯 関東少年少女空手道選手権大会実施要項 

 

１．主   催  全日本空手道連盟関東地区協議会 

 

２．主 管  群馬県空手道連盟 

 

３．後 援  公益財団法人全日本空手道連盟  各関係機関に後援依頼申請中            

 

４．期   日  令和 ４年 ７月 ２日（土）・３日（日） 

 

５．日   程  開   館 ：   ９：００（７／２）  ９：００（７／３） 

審判会議 ：  １１：００（７／２）  ９：３０（７／３） 

監督会議 ：  １１：３０（７／２） １０：００（７／３） 

開 会 式 ：  １２：３０（７／２） １０：２５（開始式） 

競  技 ：  １３：００（７／２） １０：３０（７／３） 

閉 会 式 ：  １７：００（表彰式） １５：３０（閉会式） 

 

６．会   場  審判・監督会議  ALSOK ぐんま武道館 第１道場 

         公 式 練 習 場  ALSOK ぐんま武道館 第２・３道場 

         競 技 会 場  ALSOK ぐんま武道館 大道場 

                  〒371-0047 群馬県関根町 800 番地 

TEL 027-234-1200 

 

７．種別、種目、参加人数･･･種別、種目、参加人数は以下のとおりとする。 

種 目 組手競技 形競技 

個  人 

男

子 

１年 
～ 
６年 

各３名 
（開催県 5 名） 

計１８名 

（30 名） 

男

子 

１年 
～ 
６年 

各３名 
（開催県 5 名） 

計１８名 

（30 名） 

女

子 

１年 
～ 
６年 

各３名 
（開催県 5 名） 

計１８名 

（30 名） 

女

子 

１年 
～ 
６年 

各３名 
（開催県 5 名） 

計１８名 

（30 名） 

 

団 体 

 

男

子 

１年 
～ 

６年 

各１名 

 

計６名 

 

男

子 

４年 
～ 
６年 

３名 

（補欠１可） 

計３名 

（＋１） 

女

子 

１年 
～ 

６年 

各１名 

 

計６名 

 

女

子 

４年 
～ 
６年 

３名 
（補欠１可） 

計３名 

（＋１） 

 
計４８名(開催県：72名)（延べ）  計４４名(開催県：68名)（延べ） 

計 ９２名  （開催県：140 名） 

監 督 １名 

コ ー チ ４名 

総 人 員 ９７名  （145 名） 

 

(1) 個人戦（形・組手）は小学生１～６年生の男女。 

(2) 団体戦（組手）は小学生１～６年生の各学年１名、計６名で実施。 

(3) 団体戦（形）は小学生４～６年生の３名編成で実施。 

(4) 団体戦（組手）の出場者は個人組手出場者から選出する。 

(5) 団体戦（形）の出場者は申込時に登録された選手（補欠を含む）とする。 
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(6) 出場可能参加人数（選手・監督・コーチ）は表のとおりとする。 

(7) 同一選手が団体組手と個人組手の両方に出場することは可とする。 

(8) 同一選手が団体形と個人形の両方に出場することは可とする。 

(9) 同一選手が団体を含む組手競技と形競技の両方に出場することは認めない。 

        (10)個人戦申込書の選手記入は実力順に記入する。（組み合わせの偏りを避けるため） 

 

８．競技規定 

(1) 競技は、（公財）全日本空手道連盟競技規定及び競技委員会の申し合わせ事項に基づいて行う。 

(2) 形競技個人戦 

(ｱ) トーナメント方式で２名同時に行う。決勝戦は１名ずつ行う。３位決定戦は行わない。 

(ｲ) 勝敗は審判員５名の赤・青旗の多数決により決定する。 

(ｳ) ベスト１６以下は、ゲキサイ第１、第２、平安、又はピンアン初段～５段の中から選択す

ることとし、同じ形を繰返し演武することができる。 

(ｴ) ベスト８（準々決勝）以上は、全空連第１指定形、第２指定形、又は上記(ウ)の形でまだ

競技で演武していない
．．．

形から選択することとし、同じ形を繰返し演武することができる。 

(3) 組手競技個人戦 

(ｱ) トーナメント方式で行い、３位決定戦は行わない。 

(ｲ) 競技時間は１分３０秒フルタイムとする。 

(ｳ) 勝敗は、競技時間内に６ポイント差が生じた場合、又は競技終了時に得点の多い選手、同

点の時は先取がある選手の勝ちとする。 

(4) 形競技団体戦 

(ｱ) １回戦は、ゲキサイ第１、第２、平安、又はピンアン初段～５段の中から 

選択する。 

      (ｲ) 準決勝・決勝戦は１回戦で使用していない、上記(ｱ)の形、又は全空連第１ 

指定形、第２指定形から選択し、同じ形を繰返して演武することができる。 

(5) 組手競技団体戦 

(ｱ) 先鋒１年生→２年・・・→６年生の順に対戦する。試合時間、ポイントは 

個人戦に準ずる。 

(ｲ) チームの勝敗は勝者数、同数の場合は総ポイント数、さらに同数の場合は 

上級生（６年生から）の勝敗を確認し勝利チームを決める。 

      (ｳ) 回戦ごとに登録選手の中から選手の交替を認める。 

(6) 安全具 

(ｱ)  組手全種目に拳サポーター（全空連検定小学生用赤・青リバーシブル拳サ   

ポーター)、全空連検定メンホー及びボディプロテクター、小学生用シンガ 

ード及びインステップガード、フェイスシールドを着装すること。なお、安 

全具は選手各自において用意すること。 

(ｲ)  小学３～６年生男子組手出場選手は、必ずファールカップを着装すること。  

ただし、１、２年生は所属の指導者（監督・コーチ）の判断に委ねる。 

(ｳ)  安全具着装のない選手は出場できないので、充分注意すること。 

(7) 服 装 

(ｱ)  監督・コーチは競技規程にそった清潔な白の空手着を着用すること。大会事務局で用意す

る監督・コーチ用ＩＤカードを常に見えるよう携帯すること。 

(ｲ)  選手は競技規定にそった清潔な白の空手衣を着用すること。都県名左胸マ  

ーク以外のワッペン（流会派、全少のワッペン）等は、全て外すこと。ゼ 

ッケンは背中部に全面縫い付けとする。 (５ページ参照) 。 

(ｳ)  金属類のヘアバンド、ヘアピン等の使用は一切認めない。 

(ｴ)  青帯・赤帯は各自全空連で検定された帯を用意し、着用すること。主催者 

では用意しない。 
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９．表  彰 （得点・人数） 

個   人   戦 

 優勝（12点） ２位（9点） ３位（7点） 5位(5 点) 

個人組手（１～６年、男女） １２名 １２名 ２４名 ４８名 

個人形 （１～６年、男女） １２名 １２名 ２４名 ４８名 

団   体   戦 

 優勝（30点） ２位（20点） ３位（15点）  

団体組手（男女） ２チーム ２チーム ４チーム  

団体形（男女） ２チーム ２チーム ４チーム  

都県男女別総合成績（優勝） ２チーム 笹川杯の贈呈 

※総合順位は合計得点、団体組手順位、団体形順位の順により総合順位を決定する。さらに 

 同順位の場合は優勝種目数、上位入賞種目数、入賞種目数により決定する。 

10．審 判 員 

(1) 大会審判団は、(公財)全日本空手道連盟公認審判員をもって次により編成する。 

(2) 各都県が推薦した公認全国又は地区組手審判員（８名）を、大会審判員に委嘱する。※形審判

員については地区形審判資格以上の保有者が望ましい。 

(3) 上記にかかわらず、大会審判員に不足が生じた場合は、開催都県から委嘱する。 

(4) 感染対策のため、審判員は各自でフラッグの用意を行う。 

 

11．安全対策 

(1)選手は大会前（約１週間程度）の健康状態観察を行い出場に際し問題のない状態 

であること。 

    (2)出場者には傷害保険に一括加入していますが、補償額は障害の度合いによって十 

分ではありません。よって、補償補填のため出場者個人において別途傷害保険 

に加入していただくことを推奨いたします。 

(3)出場選手が競技中負傷した場合は、主催者において応急処置を施す。 

(4)保護者、監督又は選手本人において、出場選手が利用できる健康保険証を携行す 

ること。 

        (5)監督及びコーチは入館時に「健康状態申告書」を提出すること。 

 

12. 引率（保護者等） 

    (1) 館内に入場できる引率（保護者等）は選手１名につき２名までとする。 

 

13．出場資格 

(1) 出場選手、監督及びコーチは、(公財)全日本空手道連盟会員であること。 

(2) 出場選手は、各都県連盟が選出した代表選手であること。 

(3) 監督及びコーチは、(公財)日本スポーツ協会公認空手道指導員以上または地区審判員以上の資

格を有する者であること。 

 

14. 出場申込 

(1) 選手出場費は個人戦１人２，０００円 団体戦１チーム１０，０００円とする。 

 

 

15．申込期限  令和 ４年 ５月 ３１日（火）（期限厳守） 

 

16．協 賛 金   各都県ともプログラム広告費として、５０，０００円を協賛金とする。 

        協賛金・広告原稿については、別紙参照のこと。 

 

17．宿泊・弁当 等 

  (1) 宿泊・交通費等は自己負担とする。 

    (2) 株式会社東武トップツアーズを仲介とする。 
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18．そ の 他 

(1) 胸マークは別紙の通り各都県連盟が作成し、各自が縫い付けをすること。 

(2) ゼッケンを群馬県で作成し、6 月中旬までに各都県連盟宛に送付、各都県連盟において査収の

上、出場選手に配布すること。 

(3) 出場申込書提出後の選手の変更を不可とする。（監督・コーチの変更も不可） 

(4) 参加チームは、必ず引率者を指名配置し、出場選手の掌握、荷物の管理等に当たらせ、円滑な

大会運営、事故防止に協力すること。 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策 

 

本大会は群馬県作成の「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」および公益財団法

人全日本空手道連盟作成の「感染拡大防止ガイドライン（大会用）」をもとに、下記の通り感染拡大防止対

策を実施する。 

（１）監督・コーチのみ「健康状態申告書」を大会受付に提出すること。 

（２）観戦者は参加選手１名につき２名までとする。 

（３）試合中を除き、原則マスクを着用すること。当日未着用者は入場を認めない。 

（４）会場内では、密集・密接を避け、特に対面での会話や接触行為（握手・ハイタッチ・ハグ等）や声

を出しての応援は禁止とする。 

（５）各自ゴミ袋を持参し、ごみを持ち帰ること。 

（６）大会当日は、練習場所、待機場所、観戦場所等大会運営委員の指示を遵守すること。 

（７）大会当日や１４日以内に３７．５度以上の発熱や風邪症状、胸部不快感、だるさや倦怠感および味

覚・嗅覚異常等の症状がある場合には入場を見合わせること。 

（８）同居家族や身近な知人に感染が疑われている場合は見合わせること。 

（９）大会参加者に感染が判明した場合、すみやかに大会実行委員会（群馬県空手道連盟事務局：

090-3242-5054）に連絡すること。 

（10）健康状態申告書に記載された内容の虚偽や、大会運営において著しい妨害行為（マスク未着用、大

会運営員の指示に従わない等）が認められた場合、参加者ならびに団体（都県）に大会参加の取り

消し等のペナルティを課す場合がある。 

（11）感染防止のため主催者が決めた措置の遵守、指示に従うこと。 

 

体育館駐車場について 

１ 駐車場は、係員の指示に従って駐車願います。（駐車場案内図参照）。 

バスの駐車も可能です。 

注意事項 

１ 都県名胸マーク及びゼッケンは、しっかりと全面を縫い付けてください。 

２ 都県名胸マークは縦 15ｃｍ×横 10ｃｍ程度の大きさにしてください。 

３ 流会派のマークや全少のワッペンなどは、全て外して下さい。 

４ 大会当日、監督・コーチはＩＤカードを常に首から下げて携帯して下さい。 
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５ 会場内一般フロアー等でのアップ等の練習を厳禁といたします。 

６ 土足用ビニール袋等各自で用意してください。（全館土足厳禁とします。） 

７ 館内入場時は指示に従い移動してください。 

８ 会場が混雑しますが観客席に網を張ったり、荷物等を置いたり 

して占拠しないで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、厳守してくださいますよう、お願い申し上げます。 

群

馬 

都県名 

胸マーク見本 

ゼッケン 

ゼッケン見本 

試合中に剥がれ落ちる

ことのないようにしっ

かり縫い付けること 


